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○平成２０年度の税制改正においては、持続的な経済

社会の活性化を実現するためのあるべき税制の構

築に向け、税体制の抜本的改革が行われるまでの

間の暫定処置としての河津町税条例の一部の改正

が行われた。また、河津町都市計画税条例の一部

を改正する条例について、河津町国民健康保険税

○伊豆元気わくわくの森公園の設置及び管理に関す

る条例が制定され、河津町消防団員等公務災害補

償条例の一部及び河津町水道事業の設置等に関す

る条例の一部が改正された。
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条例の一部を改正する条例についても改正が行わ

れた。
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議案第４４号　専決処分の承認を求めることについて

　　　　　　（河津町税条例の一部を改正する条例について）

議案第４５号　専決処分の承認を求めることについて

　　　　　　（河津町都市計画税条例の一部を改正する条例について）

議案第４６号　専決処分の承認を求めることについて

　　　　　　（河津町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について）

議案第４７号　伊豆元気わくわくの森公園の設置及び管理に関する条例の制定について

議案第４８号　河津町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

議案第４９号　河津町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について

議案第５０号　町道路線の認定について

議案第５１号　平成２０年度河津町学校給食センター建設工事請負契約について

議案第５２号　平成２０年度河津町学校給食センター厨房設備工事請負契約について

議案第５３号　平成２０年度河津町一般会計補正予算（第２号）

議案第５４号　平成２０年度河津町老人保健特別会計補正予算（第１号）

議案第５５号　平成２０年度河津町介護保険特別会計補正予算（第１号）

議案第５６号　平成２０年度河津町水道事業会計補正予算（第１号）

議案第５７号　平成２０年度河津町温泉事業会計補正予算（第１号）
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○見高大谷津・虎丸線、延長Ｌ＝１，５９１．４５ｍ、見高

大谷津１号線、延長Ｌ＝１５２．０８ｍ、見高大谷津２

号線、延長Ｌ＝６１．５２ｍを町道に認定した。
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歳入歳出に５１，６６２千円を追加し、総額を歳入歳出それぞれ４，０７７，４５７千円とする。

これは４月の人事異動により各課の給料、その他人件費の変動による補正のほか、峰地区竹の庄隣の大噴

湯公園の駐車場用地等購入、梨本及び見高入谷の水路改修、高齢者医療制度１９年度清算返還金、上佐ヶ野

簡易水道組合補助金など。
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歳入歳出に２，６３９千円を追加し、総額を歳入歳出それぞれ１２７，４２９千円とする。清算による償還金。
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歳入歳出に７，８８０千円を追加し、総額を歳入歳出それぞれ６６０，８８０千円とする。
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４月の人事異動による職員人件費の変動で、営業費用として５４２千円を追加し、収益的支出の総額を１８０，４２６

千円とする。
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峰大噴湯源泉権利４％取得による登記手数料で、営業費用として５０千円追加し、収益的支出の総額を１２２，７５０

千円とする。また浜配湯槽新築改修の設計業務委託及び峰２号源泉用地費で、資本的支出として１４，２５０千

円追加し、資本的支出の総額を５７，２５４千円とする。

○平成２０年度河津町学校給食センター建設工事を

３０７，６５０千円で東海・第一工房・大塩・河津稲葉

特定建設工事共同企業体が、厨房設備工事を８９，６７０

千円で日本調理機株式会社（東京都）が契約した。

������ 給食センター�

　５月２日に開かれた第２回臨時会は次の議案を可

決しました。
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　縄地１０５番地　土屋義久氏に同意。
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　見高５８０番地の１　小川佳一氏に同意。
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平成１９年度一般会計補正予算 （第１０号） 歳入歳出に

２，５００千円を追加し、総額を３，７９５，０３１千円とする。
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　河津町手数料徴収条例の一部を改正した。
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地方自治法による合併の特例に関する法律に基づ

き合併協議会の設置を可決。
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歳入歳出に８，７９５千円を追加し、総額を４，０２５，７９５

千円とする。
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歳入歳出４，６５０千円を追加し、総額を１，２１５，４５５千

円とする。
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　４月１日付で３５名の人事異動

の発令。本年度採用職員は、平

成１９年度末の６名の退職者に対

し、５名を新規採用、県より１

名の職員を派遣。
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　本年で３年目を迎え逆川と西

小学校、河津駅を結ぶ路線運行

をしており、平成１９年度の普通

料金乗車人数は４４２名、児童、園

児の定期券利用者が ２， ６１８名 、合

計３， ０６０名の利用者であった。
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　下田市、河津町、南伊豆町、

松崎町の１市３町での協議を進

めてきたが、松崎町が、協議会

設置について議会で３度の否決

の後、住民投票の結果、合併協

議会が立ち上がった。当町は、

町長、議長、議員１名、学識経

験者３名の、計６名が協議会に

参加する。また協議会事務局へ、

職員２名を派遣した。
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　下佐ヶ野営林署跡地、町の保

有地２区画、約７５坪の宅地。８月

末まで受付けている。
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　 「司法制度改革」 の一環として、

国民参加による裁判員制度が平

成２１年５月から始まる。 当町での

候補者数 は ２９名 となっている。
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　本年９月１日より、住民の利

��������������������������
便性向上のため、 パスポートの申

請及び交付を役場窓口で行なう。
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　平成５年４月に設置した施設

は、小規模授産所を取り巻く状

況が変わり５月末をもって 「いづ

み」 を閉鎖し、６月２日から 「ワー

ク ・ あおぞら」 に通所を始めた。
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　６月１日、雨天のため１週間

の延期をした。多数の町民参加

で、５．１ｔのごみ回収をした。
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　６月８日鉢の山に「伊豆元気

わくわくの森公園」グランド・

オープンを行った。地元上佐ヶ

野区をはじめ、各種団体の協力

をいただいた。
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　平成１９年度の温泉施設は、踊

り子温泉会館は７９，１２０人、前年

度比３８４人減、サンシップ今井浜

３０，５５５人、前年度比８２９人増。見

高入谷高原温泉は４月３０日１万

人達成。

○花卉園については、カーネー

ション見本園は、５月１４日まで

１６，１３２人、菖蒲園は６月８日現

在で２２，３６７人。

○河津バガテル公園について

　８年目を迎えた公園は、４月

～５月で累計２７，６２９人であった。

前年比２８％の減の状況である。
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　設計に当り、 より多くの町民の

意見を取り入れて活かすべく、１０

人程度の委員による、 検討委員会

を設けて進めることとした。
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　県単独農業農村整備事業は、

見高入谷地区、 石  ヶ  硲 の荒廃水
いし が さま

路改修工事、長さ１００ｍ、事業費

６００万円、梨本地区釜滝用水路の

崩落土砂対策、長さ７０ｍ、事業

費２００万円で整備する。補助金要

望で県費補助金が３００万の内示を

受けた。
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　昨年９月の台風９号で菖蒲沢

漁港の復旧工事、長さ２．３ｍ、１２８

万１千円で東海建設�が落札、

契約した。
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○河津町の水道事業の統合につ

いては、水量豊富な水源に恵ま

れ、安定した給水と供給で健全

な運営を続けているが、施設の

故障や、老朽施設が問題になっ

ていたが、改修の見通しが付い

たため、簡易水道と併せて水道

事業に統合し、安定化と、合理

化を図る。

　見高入谷地区においては、未

給水地域の解消、峰地区は、給

食センター施設が予定されてい

ることから、給水区域を拡張し、

未給水地域の解消、安定給水を

目指す。

○河津町温泉集中管理施設総合

診断業務を実施した結果、浜配

湯所の３５０トンのタンクの鉄板が

腐食して、漏湯しているので、

既存タンクは解体して、新たに

タンクを来年度に設置する予定。

また、峰２号源泉用地の特分の

一部を取得する。
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　峰地内、町道 鍛  治  屋  沢 線沿い
カ ジ ヤ ザワ

の町有地に、学校給食センター

を建設、鉄骨造一部二階建て延

べ床面積７２３．６�、火を使用しな

い、オール電化方式で、調理能

力は、１日９００食。

　建設工事は、東海・第一工房・

大塩・河津稲葉特定建設工事共

同企業体が、３億７６５万円で落札

で仮契約、厨房設備工事は、日

本調理機�が、８， ９６７万円で落札、

仮契約した。完成は平成２１年１

月３０日です。
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相 馬 宏 行 議員
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��…松崎町で法定合併協議会

設置の是非を問う住民投票が実

施され、賛成票が上回ったわけ

で合併特例法に基づき合併協の

設置が決定された。先日調印が

行なわれ合併議論は法定協に移

るが、法定協に望むにあたり何

点か伺う。

　まず、新法期限である２０１０年

３月までの期間を考えると協議

時間に限りがある。法に従った

協定項目の協議と確認だけで、

新市の町づくりについて協議さ

れる時間は充分か。

��…来年６月定例議会までは

大変厳しい日程であるが、各市

町の意向を取り込みながら全力

をあげて取り組みたい。

��…新市の行財政運営計画と

総合計画について、地域自治組

織と基準財政需要額による財政

配分を当町として主張されてい

くのか。

��…１市３町の首長さんには

自治組織については了解をして

おり絶対条件である。基準財政

需要額については下田市の借金

が相当減量した結果、ゆずりあ

うところはゆずりあっていく。

��…国、県の支援策は何を求

め町民の理解を得ていくのか

��…支援については、県知事

の意向が相当強く出されると期

得している。

��…新市名と新庁舎の考えは

��…新市名は法定協の中で落

ちついた市名でいいと思う。新

庁舎の位置についても法定協の

中で検討していただきたい。

��…今年度予算計上されてい

る観光施設整備事業について、

峰温泉大噴湯公園と観光交流館

について管理運営計画は。

��…大噴湯公園は峰区に指定

管理をお願いする。交流館につ

いても指定管理制度でやるかど

こにお願いするかは今後検討し

ていく。修繕等については町の

施設なので町が整備する。

��…観光交流館について従来

の基本設計をもとにすすめられ

るのか。建設計画から管理、運

営を検討する委員会を設置し協

議するべきと考えるが。

��…１０人委員会の委員の方々

にお願いし、設計等については

��…公共用地の利用について

南中跡地と湯ヶ野地区について

公共施設整備計画推進委員会で

いかに検討されているか。

��…湯ヶ野地区は西小学校と

国民宿舎を含め全体計画をたて

るのは難しい問題である。南中

跡地は多くの企業がお願いにき

ているが町民の意向をよくきき

検討していく。

��…給食センター跡地の活用

として学童クラブを含めた町民

が利用できる文化施設の考えは

ないか。

��…小学校の統合の拠点とい

うことで更地にして今後の統合

に備える。

��������
�����

意向を充分取り込みながら方向

づけていく。

��…観光の核となる施設の計

画にあたるわけですので、収支

的な面等の管理運営計画をしっ

かりと指定管理団体と協議し定

めていただきたい。
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土屋粂太郎 議員
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��…町長の今後の町政の取り

組みについて伺いたい。

�福祉（少子高齢化、扶助、総

合福祉）

�産業（農林水産、観光、商工

業）

�建設（生活環境整備、排水路、

道路）

��…人口８，３００人で高齢化率

３１．８％で年々人口が減少してお

り、経済の活力がなくなった。

観光客も半減し、福祉医療費の

増や高齢化で国保財政も厳しい

が、財政の許す限り力を注ぎた

い。農林水産環境も人口構成が

変わり、大変厳しい。観光は韓

国、中国、台湾、東南アジアか

らの取り込みを図り、富士山空

港に期待したい。商業も個人商

店は大型スーパーが入り厳しい

状況だ。観光が元気にならない

と建築の仕事も増えないので、

如何にアジアから呼び込むか、

町の自然環境を活かした花、温

泉の町づくりに取組むかである。

建設業は伊豆縦貫道整備が進め

られており、他町との連絡道も

地域の協力を得ながら要望して

いる。町道には類別路線が認定

され地元負担、町費負担の割合

が決められており、財源上見直

しは出来ないが、原材料支給で

対応している。生活環境整備は、

県の補助を得て取組んでおり、

町が何もかもやるということは

出来ない。

��…少子高齢化対策は当事者

の意見を聞き、その対策を進め

るべきで、産業振興はどこも厳

しく、観光客が来ればそれで解

消されるものではない。国、県

道の整備で通勤圏の拡大が必要

だ。道路類別路線は廃止すべき

で、過疎的集落は整備費負担道

が多く、公平な道路行政ではな

いのではないか。生活排水は悪

臭の排水路が多く町の指導が重

��������

��������	
�
��������	
�

��…小中学校での地域社会、

父兄との、触れ合い教育をどの

ように目指しているか。例えば、

休校、学校閉鎖など。

　幼稚園での預かり保育時間の

延長と園舎前の

道路規制は。

　図書館の閉館

時刻の延長は出

来ないか。

　社会教育指導

は。学習講座の

内容は。歴史な

ど古文書の保存

指導は。

���…休校や

学級閉鎖は学校

教育法に定めら

れており、教育委員会と連絡を

取り合いながら決定している。

預かり保育は一時預かりで２９０

人位、１日当たり１．４７人で少な

いが、個人経営との競合もあり、

陳情も受けており、延長は考え

ていない。園舎前の道路規制は

警察と相談しているが難しい。

図書館の時間延長は当初１９時ま

でとしたが、職員の防犯上も考

えての処置で、他町の動きを調

査して１７時までとした。夏休み

は休館なしで幼稚園教諭で対応

する。古文書は未整備のものも

あるので、不要のものくらいな

ら預けられる。古文書の預かる

目的の預かりは難しいのでは。

　種々の問題は、学校より報告

を受けており、問題状況を見極

めながらやっている。責任を、

被せるのではなく、次の手段、

危機管理など、マニュアルを作

成してある。

要だ。人口増加は生活の利便性

で決る、当町ならではの特徴の

ある行政の推進と思うが。

��…国道は早期実現にむけて

陳情しており、実現すれば沼津、

三島方面が通勤圏に入る。排水

路は都市計画事業で実施してお

り、各地区の要望を取り入れて

殆ど実施している。

��…排水路がその機能をして

いない所があり整備が必要だ。

��…担当課と協議してやるべ

きところはやっていく。
� ������������������������������������������������������
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　５月２２日～２３日と２日間、茨城県常陸太田市の風力発電所の視察研修と、東海村の東海テラパーク
を見学したので報告します。

　河津町でも三筋山を中心とし

た風力発電の計画があるので視

察研修を行いました。この里美

牧場風力発電所は、河津町に計

画されているものと同種の発電

施設ということで遠方でしたが

研修地としました。

　ここは茨城県の北部で福島県

に近い山間地で、財産区有地を

牧場として利用し、又観光的に

も活用している一帯です。

　河津を朝６時に出発し、常盤

自動車道を経由して現地に着い

たのは午後２時過ぎでした。

　当地発電所職員と、河津町で

の事業を担当している東京電力、

ユーラスエナジーの職員も現地

に来ていて説明を受けました。

　ここの風力発電はヨーロッパ

型で、スペインで培われた技術

を基としているそうです。既設

の風車１機を含めて７機の風車

が建設されていました。定格出

力１，６７０ｋｗ、ローター径７４ｍ、

ハブの高さ７０ｍのものでは最長

の高さは１０７ｍになります。

　発電所の運転開始は、２００６年の

１２月であり、又、２００ｍの距離に

ある宿泊施設を含め周囲の住居

などから騒音や、低周波の苦情

はないそうです。独自の分割構

造、組立て工法で建設用仮設面

積も少なく、又山岳地や風の乱

れに強い独自の「荷重分離構造」

で、ローターの荷重をシャフト

で支える一般的風車と異なりタ

ワーで支える仕組で故障を防ぐ

特殊構造等の説明を受けました。

　河津町での建設についての質

問も多く出され、現地の風車の

下で大変勉強になりました。

　２３日午前中、東海村にある日

本原子力発電株式会社の東海テ

ラパークを見学しました。

　ここは東海発電所、東海第二

発電所の施設内容や、発電所の

あゆみ等のテーマ館的な施設で

原子力発電についての資料が多

くあります。昭和４１年に営業運

転した東海原子力発電所は平成

１０年３月運転を中止し廃止措置

しています。昭和５３年営業運転

した東海第二発電所が現在運転

し電気出力１１０万キロワットを 東

京電力、 東北電力に供給。 ��������	��
�
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会が伊豆市で行われ

出席

４月１７日　平成２０年度下田警察

署管内防犯協会総会

が下田市で行われ出

席

４月２３日　３月分例月出納検査

結果報告を受ける

４月２４日　伊豆地域支援局長が

来訪され対応

５月２日　河津町議会第２回臨

時会

５月１７日　第６９回黒船祭記念式

典が下田市で行われ

出席、同日、河津町

自衛隊協力会総会が

保健福祉センターで

開催され、第一常任

委員長、副委員長と

共に出席

５月１９日　県町村議会議長会研

修会が静岡市で開催

され出席

５月２０日～２１日　全国町村議会

議長会、議長・副議

長研修会が東京都で

開催され、副議長と

共に出席

５月２１日　河津町商工会通常総

会が東急リゾートで

開催され、第二常任

委員長が出席

５月２２日～２３日　議会議員研修

会を行い、茨城県常

陸太田市の風力発電

と東海村の原子力発

電を視察

３月１８日　河津中学校卒業式に

議員と共に出席

３月１９日　小学校卒業式に議員

と共に出席、同日、

公共施設整備検討委

員会に第１、第２常

任委員長と共に出席

３月２５日　河津町交通安全対策

委員会に出席

３月２６日　わかば保育園卒園式

に出席

３月２７日　議会全員協議会

４月４日　わかば保育園入園式

に出席、同日、議会

広報委員会

４月６日　河津町消防団入団式

が河津中学校で行わ

れ出席

４月７日　交通安全街頭指導が

伊豆急駅前で行われ

出席、同日、各小学

校で入学式が行われ

議員と共に出席、同

日、河津中学校で入

学式が行われ議員と

共に出席

４月９日　河津町消防団幹部団

員歓送迎会が行われ

出席

４月１１日　伊豆縦貫自動車道路

天城北道路開通祝賀

　これからの河津町にとって、最重要課題である。南伊豆地区１市３

町による市町合併協議会が発足し、合併新法期限平成２２年３月３１日を

めざしてスタートした。

　町民の皆様と議会とで英知を出し合い最良の方向を見定めなければ

なりません。

　合併問題は、１０年、２０年先の将来の河津ひいては、伊豆地域全体を

考えてどのようにすれば良いのか真剣に取組む課題である。 （稲葉）
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５月２４日　伊 豆 つ く し 会 ケ ア

　　　　　ホ ー ム たんぽぽ及び、

ワークあおぞらの竣

工式が開催され、副

議長が出席

５月２７日　河津町観光協会総会

が商工会会議室で開

催され出席、同日、

４月分例月出納検査

結果報告を受ける

５月２８日　公共施設整備検討委

員会が役場会議室で

開催され、第一常任

委員長と出席

５月３０日　伊豆東海岸鉄道整備

促進協議会が伊東市

で開催され出席、同

日、郡議長会が下田

市で開催され出席、

同日、河津温泉旅館

組合通常総会が開催

され副議長が出席

６月２日　静岡県地方議会連絡

協議会総会・政策研

修会が静岡市で開催

され、副議長と共に

出席

６月３日　議会全員協議会

６月５日　国道４１４号期成同盟総

会が沼津市で開催さ

れ出席、同日、議会

運営委員会

６月８日　伊豆元気わくわくの

森公園グランドオー

プン式典が鉢の山で

開催され議員と共に

出席
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